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１ 研修主題について 

熊本県立南関高等学校は，「輝け！南高伝説～誇り

を胸に～」を教育目標に掲げ，具体的重点項目が５

項目にまとめられている。その第１目標が授業等の

更なる改善と充実（「生徒が主体的に学び，他者との

学びを深め合う授業の創造」）である。 

熊本県立高森高等学校は，「一人一人が輝く学校」

をスローガンに４つの教育目標を据えている。中で

も「学力の向上と進路指導の充実」において，わか

る授業のための授業改善に取り組むことで，基礎学

力の定着を図るとともに，自ら学び考える力の育成

と豊かな創造性を育て，自己実現に取り組むことを

目指している。 

これらのことから，本研究における「これからの

社会に求められる資質・能力」を「主体的に学ぶ力」

と設定し、育成を目指した。その具体的な姿を，「自

ら進んで取り組む姿」「自分で判断し行動を決める姿」

「自分の考えを伝える姿」とし、この三つ側面から

検証を図ることとした。 

 

２ 研究の視点 

 高等学校保健体育科では，生徒の「これからの社

会に求められる資質・能力」として設定した「主体

的に学ぶ力」の育成に向け，主体的・対話的で深い

学びを充実させることに取り組んだ。 

 「主体的に学ぶ力」の育成を目指した主体的・対

話的で深い学びを充実させるための取組について，

以下の３つの視点から述べることとする。 

(1) 視点１「学びを引き出す」について 

 生徒が実際に住んでいる地域の実態から考えられ

る体力の課題を探求し，高校生である自分たちにど

んな貢献ができるのかを問うことで主体的な学びを

引き出すことを目指した。また，実際に居住してい

る身近な地域の課題を取り扱うことで当事者意識が

生まれ，魅力ある学習内容となることを期待した。 

 

 

 

 

 

 

 

 さらに，生涯にわたり継続しやすいエクササイズ

プログラム（高森高校）・オリジナル運動（南関高校）

を立てるというミッションを設定することで，体力

の程度に応じた適切な運動の種類・強度・量・頻度

を選び，協働的な解決に向かう学習になるようにし

た。 

(2) 視点２「学びを振り返る」について 

思考過程の可視化を図るためのワークシートを作

成して，具体的にどのような声かけや動きでアドバ

イスを受けたかを表記するようにした。また，ワー

クシートには，対象となる方々に応じた課題を設定

し，オリジナルのエクササイズプログラムを協働し

ながら作成することができたかどうかという観点で

思考判断を評価し，「学びを表現する力」を意識でき

るようにした。 

(3)視点３「学びを支える」について 

運動プログラムをグループ内で検討・作成する際

にビデオやタブレットＰＣ等を活用し，一つ一つの

動きを振り返る際に，適切な運動の仕方や効果をじ

っくりと視覚で観察できるようにした。 

クラス内の発表会を実施する際に，相互に課題を

出し合い，アドバイスや改善ポイントを指摘し，交

流を深めることで，課題解決へとつなげるようにし

た。 

 

３ 研究の実際 

 

 

 

(1) 本単元の授業設計 

① 児童生徒の実態 

 生徒たちは，楽しくゲームを自由に行う体育の授

業を好む傾向にあるが、運動技能も高くはなく試合

等が長続きしない。体力に関しても非常に低く，熊

本県の新体力テストでは長座体前屈のみが県の標準

「主体的に学ぶ力」の育成に向けた 

生徒の主体的・対話的で深い学びの充実 
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検証１ 熊本県立南関高等学校 第３学年 15 名 

単元名 「体つくり運動」 
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以上で他の種目は標準以下である。また，グループ

で課題を解決するために話し合うことや自分の意見

を積極的に発表することも苦手である。 

② 単元について 

単元「体つくり運動」の「体力を高める運動」は，

体力の向上をねらいとしており，自己の体力や日常

生活に応じて目的にあった運動を構成し，それを活

用する運動である。したがって，自己の体力や生活

に応じて，どのような運動を，どのように実施すれ

ばよいかを工夫し，さらに計画を立てて実施できる

能力を育成することが求められる。     

そこで，本単元では地域に広まっている運動を南

高生が習得し、高齢者にあった新しい運動プログラ

ム提供しようという問いをたて，仲間やゲストティ

ーチャーと交流しコミュニケーション力を高め，自

分の実践等を自分の言葉や文章で伝えられる様にな

ることを目指した。また，仲間の運動を観察し自分

の弱点等に気づき改善できるようになるために，グ

ループで自己の弱点を具体的に伝え，お互いの課題

等を話し合い，新たな解決法を探るようにした。 

(2)指導の実際 

① 単元計画について 
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② 本時の学習（展開）計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 主体的・対話的学びが展開された場面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導 入 
①集合・挨拶・点呼 
②ウォーミングアップをする（ランニング・体操・

腕立・腹筋・背筋・ジャンプ） 
③本時の学習内容の説明 

展 開  
④「A-life なんかん」独自の運動を全員で実践する。

⑤実践した独自の運動を映像で確認する。 
⑥代表者が中心となり練り直したオリジナル運動

を実践して他の班に発表する。 
⑦撮影した映像を振り返りながら、効果的な部分

や課題となる動きについて意見を出し合う。 
まとめ  

⑥学習のまとめ 
(1)班ごとに話し合い授業を振り返る。 

・各人の課題への成果 
(2)学習カードへ記入する。 
・努力した部分や本時の成果について記録する。

本時の学習課題 
１「A-life なんかん」の運動を実践する。 
２仲間からのアドバイスや課題点を踏まえオリジナル運

動を改善し発表する。 
 
学びを引き出す 
高齢者の体力の現状を踏まえた運動となっているかに

ついて，仲間からの声かけやアドバイスを学習シートに

記録する。 
 
 
 
 
 
 
 
学びを振り返る 
高齢者の特性を踏まえたオリジナル運動となっている

か仲間からのアドバイスをもとに，グループで話し合い

改善しながら振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
学びを支える 
タブレットＰＣなどを活用し，生徒たちが視覚的に改

善点を捉えやすいようにする。 
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(3)検証結果と考察 

今回、保健体育科の授業における学習活動を通し

て「主体的に学ぶ力」を育むことを目的とした。本

研究では、「主体的に学ぶ力」について、「子どもの

主体性尺度（20 項目の質問）」を用いたアンケートを

実施し、「積極的な自発的行動」「自己決定力」「自己

表現」の三つの姿で検証した。 

 20 項目の質問とその結果は、次のとおりである。 

 

表１ 主体性に関する質問紙調査（南関高校）n=13 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自己決定力」 事前 事後 差

⑩自分の考え出したよい意見でも，み

んなに反対されると，理由をよく調べ

ないで，すぐに取り消してしまいます

か。 

2.31 2.62 ↑

⑪やろうと思うことも，人からだめだ

とけなされると，すぐ自信がなくなっ

てしまいますか。 

2.23 2.31 ↑

⑫自分一人でやることでも自分だけ

では不安なので，友だちと一緒にする

ことが多いですか。 

2.62 2.38 ↓

⑬よく考えもしないで，友だちの言葉

を，すぐ信じてしまうことが多い方で

すか。 

2.23 2.38 ↑

⑭大きな目標を持ち，それができるよ

うにこつこつ取り組みますか。 

3.08 3.23 ↑

⑮自分がしていることが，よいか，悪

いかが分かりますか。 

3.54 3.77 ↑

⑯時々一人になって，自分の進む道

を，よく考えてみますか。 

3.15 3.54 ↑

 

「自己表現力」 事前 事後 差

⑰自分の考えを言うことができます

か。（発表だけでなく，文や絵や身体

表現でも） 

2.77 3.08 ↑

⑱自分の言葉で自分の考えを言えま

すか。 

3.08 3.15 ↑

⑲今までやってきたことをもとにし

て，遊びの中などで自分の考え方や工

夫を出すことができますか。 

2.85 3.15 ↑

⑳自分の考えを持って，進んで自分か

ら言いますか。 

2.77 3.15 ↑

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「積極的な自発的行動」 事前 事後 差

①やることを人に言われなくても時

間や場所等を考えて自分から進んで

しますか。 

3.23  3.31 ↑

②結果を気にせず，とにかく取り組む

ことができますか。 

3.15  3.31 ↑

③つまづいた時，自分なりの考えで乗

り越えようとしますか。 

2.85  3.31 ↑

④自分一人でもやってみようという

気持ちが強く，失敗をおそれずやるこ

とができますか。 

2.85  3.00 ↑

⑤あなたは，熱中しているもの（趣味，

スポーツ，音楽など）を持っています

か。 

3.69  3.31 ↓

⑥色々なことについて，おもしろい，

やってみたいという気持ちがありま

すか。 

3.46  3.38 ↓

⑦新しいことをどんどんやってみる

気持ちがありますか。 

3.15  3.46 ↑

⑧分からないことはすぐに自分で調

べようとしますか。 

3.00  3.38 ↑

⑨正しいと思ったことは，時間をかけ

てもやり抜きますか。 

2.92  3.46 ↑
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図１ 主体性に関する質問紙調査（南関高校）n=13 

 

質問 20 項目のうち 17 の項目で数値が上がった。

（図１）特に，「⑨正しいと思ったことは，時間をか

けてもやり抜きますか」・「③つまづいた時，自分な

りの考えで乗り越えようとしますか」・「⑧分からな

いことはすぐに自分で調べようとしますか」の３つ

の質問項目では、数値が大きく向上した。本授業で

展開された仲間からのアドバイスをもとにグループ

で協働しながら対話的に活動したりする場面の設定

が生徒の好奇心や積極性を高めたものと考えられる。

さらに NPO 法人「A-life なんかん」からの専門的な

意見やオリジナル運動を改善する中でＩＣＴ機器を

十分に活用できたことが主体的な学びにつながった

ものと考えられる。 

 また，次のグラフ（図２）は，20 項目の質問を「積

極的な自発的行動」「自己決定力」「自己表現」の三

つの姿を検証した結果である。 

 

 

図２ 主体性に関する質問紙調査（南関高校）n=13 

 

「積極的な自発的行動」については，事前調査で

数値が最も高かったが，さらに伸びている。今回の

授業で実践された，高齢者の身体的特性を考慮した

オリジナル運動を作成しようという今までにない生

徒への問いが，積極的な行動に結びついたものと考

えられる。 

「自己決定力」については，僅かに数値が向上し

たものの大きな変化はなかった。生徒の実態からリ

ーダー的素質を持った生徒が少ないことと，自分の

考えは進んで言えても，あまり自信が持てず人から

否定されると意見を取り下げてしまう傾向もあるよ

うに思われた。 

「自己表現力」については，最も数値が伸びた部

分である。今までの授業では，教師主導型であり生

徒は受け身の姿勢だった。今回は，高齢者の立場に

立ったオリジナル運動を作成するというミッション

をうけて，グループ内での豊富な対話や体を動かし

ての表現がなされた結果であると考えられる。 

 

 

 

 

 

（１）本単元の授業設計 

①児童生徒の実態から 

本校生は地域で学び，地域で育てられ，地域に恩

返しをしたいと考える生徒が多い。また素直に行動

する生徒やひたむきな姿勢で汗をかきながら授業に

取り組む生徒がほとんどである。 
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体育の授業においても，知識を習得することや与

えられた課題に黙々と取り組む姿は見られるが，個

人やグループで「学びを深めたり」「学びを掘り下げ

る」ことに関しては苦手としている生徒もいる。ま

た主体的な活動を目指しているが，苦手としている

生徒が多く，話し合い活動や教え合い活動などで思

考・協働することもあまり得意でない生徒がいる。 

これらのことから，本単元においては，継続しや

すい「体力を高める運動」の計画を立て、体力の程

度に応じて，適切な運動の種類・強度・量・頻度を

選ぶことは，「主体的に学ぶ力」という資質・能力の

獲得にもつながり，本校の学校教育目標の「一人一

人が輝く学校」及び目指す生徒像の「知＝学び 仁

＝やさしさ 勇＝強さ」の実現につながるものであ

ると捉えた。 

②単元について 

単元「体つくり運動」の「体力を高める運動」は，

体力の向上をねらいとしており，自己の体力や日常

生活に応じて目的にあった運動を構成し，それを活

用する運動である。したがって，自己の体力や生活

に応じて，どのような運動を，どのように実施すれ

ばよいかを工夫し，さらに計画を立てて実施できる

能力を育成することが求められる。     

そこで，本単元では単元を貫く「問い」を「地域

の体力向上のために，対象に応じたオリジナルエク

ササイズを提供しよう」とした。ステップ１として，

体育理論とも関連させ「運動の効果」や「各年代別

の体力の課題」などを基礎的知識として学ぶ。ステ

ップ２で地域の各年代の方々に「エクササイズ」を

紹介するという授業を展開したいと考えている。ね

らいは，地域の「体力向上の一助」となることであ

る。グループ活動を中心に行い，互いの考えを尊重

し，意見を交わし，教え合い，創造しながらオリジ

ナルのエクササイズを作り上げていく活動である。

この過程で，思考力を発揮し，仲間とひとつのこと

を作り上げるという協働的な活動に力を入れていき

たい。 

さらには，ステップ３として，作成したオリジナ

ルエクササイズを映像として完成させたいと考えて

いる。授業でＩＣＴを活用しながら「学びを振り返

る活動」やグループで「協働する活動」へと結びつ

けたい。完成した映像を地域のテレビ（高森ポイン

トチャンネル）で放送していただくことで，生徒の

意欲を高めるとともに，社会に開かれた教育課程の

実践もねらっている。また，地域住民の視聴の状況

やエクササイズの実施状況，運動の効果などについ

ても生徒の保護者を中心に「アンケート調査」で検

証しようと考えている。 

生徒が地域の体力の実態を知識として学んだもの

（インプット）を地域の方々へエクササイズプログ

ラムとして提供するという活動（アウトプット）を

通して，「主体的に学ぶ力」を育成することをねらい

とする。     

（２）指導の実際 

①単元計画について 

 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10

0 

10 

20 

30 

40 

50 

運
動
効
果
を
学
ぶ 

地
域
の
実
態
調
査 

健康観察・準備運動・補強運動 

高
森
Ｐ
Ｃ
へ
提
案
→
調
査 

対
象
者
を
決
め
て
内
容
検
討 

オリジナルエクササイズ 

思考→発表→改善→ﾘﾆｭｰｱﾙ 

ビデオ・タブレット PC 撮影

対象者が見やすく活動意欲

が湧く魅力的な映像の作成 

振り返り・まとめ・整理運動・片付け 

② 本時の学習（展開）計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導 入 
①集合・挨拶・点呼 
②高森ウォーミングアップをする（ランニング・体操・

馬跳び・腕立・腹筋・背筋・ジャンプを各 20 回） 
③本時の学習内容の説明 

展 開  
④対象（幼児・小学生・成人・高齢者）に応じたオリジ

ナルのエクササイズプログラムを協働しながら作成す

る。 
⑤クラス発表会を行う ←ゲストティーチャー２回 

GT からのアドバイスを受け，相互に課題を出し合い，

アドバイスや改善ポイントを指摘し，交流を深め，課

題解決へとつなげる。 
まとめ  

⑥学習のまとめ 
(1)班ごとに話し合いをする。 
各人の課題への成果 

(2)学習カードへ記入する。 
課題の洗い出し，解決への方法の検討 
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③ 主体的・対話的学びが展開された場面 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）検証結果と考察 

南関高校と同様に、「子どもの主体性尺度（20 項目

の質問）」を用いたアンケートを実施し，「積極的な

自発的行動」「自己決定力」「自己表現」の三つの姿

で検証した。 

 20 項目の質問とその結果は，次のとおりである。 

 

 

表２ 主体性に関する質問紙調査（高森高校）n=21 

「積極的な自発的行動」 事前 事後 差

①やることを人に言われなくても時

間や場所等を考えて自分から進んで

しますか。 

2.76 3.14 ↑

②結果を気にせず，とにかく取り組む

ことができますか。 

2.95 3.52 ↑

③つまづいた時，自分なりの考えで乗

り越えようとしますか。 

2.86 3.05 ↑

④自分一人でもやってみようという

気持ちが強く，失敗をおそれずやるこ

とができますか。 

2.48 3.10 ↑

⑤あなたは，熱中しているもの（趣味，

スポーツ，音楽など）を持っています

か。 

3.76 3.67 ↓

⑥色々なことについて，おもしろい，

やってみたいという気持ちがありま

すか。 

3.38 3.71 ↑

⑦新しいことをどんどんやってみる

気持ちがありますか。 

3.24 3.48 ↑

⑧分からないことはすぐに自分で調

べようとしますか。 

2.86 3.19 ↑

⑨正しいと思ったことは，時間をかけ

てもやり抜きますか。 

2.86 3.14 ↑

 

「自己決定力」 事前 事後 差

⑩自分の考え出したよい意見でも，み

んなに反対されると，理由をよく調べ

ないで，すぐに取り消してしまいます

か。 

2.19 2.52 ↑

⑪やろうと思うことも，人からだめだ

とけなされると，すぐ自信がなくなっ

てしまいますか。 

2.33 2.10 ↓

⑫自分一人でやることでも自分だけ

では不安なので，友だちと一緒にする

ことが多いですか。 

1.90 1.81 ↓

⑬よく考えもしないで，友だちの言葉

を，すぐ信じてしまうことが多い方で

すか。 

2.33 2.38 ↑

⑭大きな目標を持ち，それができるよ

うにこつこつ取り組みますか。 

2.71 3.24 ↑

⑮自分がしていることが，よいか，悪

いかが分かりますか。 

3.48 3.81 ↑

⑯時々一人になって，自分の進む道

を，よく考えてみますか。 

3.05 3.14 ↑

 

本時の学習課題 
グループで発表したエクササイズの課題や改善点を確

認し，新たなエクササイズプログラムを作成する。 
Ｐ：体力の現状を把握し、エクササイズプログラムを

構成する 
Ｄ：エクササイズを協働活動で作成する 
Ｃ：発表会で専門家と仲間から評価してもらう 
Ａ：新しいプログラムを作成する課題を解決する 

 
学びを引き出す 
クラス発表会でゲストティーチャーや仲間から出され

た課題を見直し，アドバイスや改善ポイントを中心に練

り直したエクササイズを作り上げ，グループの課題解決

へとつなげる。 
 
 
 
 
 
 
学びを振り返る 
「エクササイズ練り直し➡改善学習シート」を活用して、

グループの課題を考え，仲間と相談し，改善しながら活

動できているかを振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
学びを支える 
ビデオやタブレット PC を活用し，地域の方々が見やす

い動きや角度，興味を持って運動にとりかかりやすい魅

力ある動画づくりの工夫をグループで協議しながら作成

する。 
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「自己表現力」 事前 事後 差

⑰自分の考えを言うことができます

か。（発表だけでなく，文や絵や身体

表現でも） 

3.10 3.43 ↑

⑱自分の言葉で自分の考えを言えま

すか。 

2.95 3.29 ↑

⑲今までやってきたことをもとにし

て，遊びの中などで自分の考え方や工

夫を出すことができますか。 

2.86 3.29 ↑

⑳自分の考えを持って，進んで自分か

ら言いますか。 

2.52 3.24 ↑

 

質問 20 項目のうち，17 の項目で数値が上がった。 

 特に，「⑳自分の考えを持って，進んで自分から言

いますか」・「④自分一人でもやってみようという気

持ちが強く，失敗をおそれずやることができます

か」・「②結果を気にせず，とにかく取り組むことが

できますか」の３つの質問項目では，数値が大きく

向上した。本授業で展開された自分の考えを伝え合

う対話的な活動や協働して発表したりする場面の設

定が自己表現や積極性を高めたものと考えられる。 

 また，次のグラフは，20 項目の質問を「積極的な

自発的行動」「自己決定力」「自己表現」の三つの姿

を検証した結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ 主体性に関する質問紙調査（高森高校）n=21 

 

 

図４ 主体性に関する質問紙調査（高森高校）n=21 

 

「積極的な自発的行動」については，事前調査で

も数値が最も高かったが，さらに伸びている。年代

別のエクササイズ作成という新たな取り組みだった

ことなどが生徒の主体的な学びにつながったのでは

ないか。さらに，完成したエクササイズをテレビで

1.00 2.00 3.00 4.00

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

事前

事後

1.5
1.7
1.9
2.1
2.3
2.5
2.7
2.9
3.1
3.3
3.5

事前 事後

積
極
的
な
自
発
的
行
動

自
己
決
定
力

自
己
表
現
力

積
極
的
な
自
発
的
行
動 

自
己
決
定
力

自
己
表
現
力



― 保健体育科 ― 

流さなければならないことからくるグループの責任

感が自発的な行動に結びついたものと考えられる。 

「自己決定力」については，もともとの数値が低

いうえに数値の伸びも鈍かった。生徒の実態として

人前に出ることが苦手であったり，リーダーシップ

のある生徒に任せてしまう雰囲気があったり，自分

の考えを貫き通すタイプの生徒が少ないと考えられ

る。 

「自己表現力」については，最も数値が伸びた部

分である。これまでの授業においては，与えられた

学習課題が多かったが，今回は地域の体力向上のた

めにオリジナルエクササイズを提供するという主体

的な学びを引き出すしかけがなされた。自分たちで

課題を分析し，解決へ向けて取り組んでいくＰＤＣ

Ａ活動を繰り返しながら，積極的で豊富な対話が生

まれた結果であると考えられる。 

 

４ 研究のまとめ 

 両校で実施した「学習に関するアンケート」は，

保健体育に関しての 16 項目の質問を実施した。その

中で最も数値が伸びた上位３項目が次のとおりであ

る。 

表３ 学習に関するアンケート（南関・高森）n=34 

 

 
図５ 学習に関するアンケート（南関・高森）n=34 

 この結果から推測できることは，今回の授業で取

り組んだ課題発見・解決の過程の中で行われた主体

的・対話的な学びにより生徒の意識が変容し「主体

的に学ぶ力」が生まれてきたものと考えられる。 

 また，両校ともそれぞれの地域に存在する NPO 法

人や体育協会等の人材を活用し、エクササイズプロ

グラム・オリジナル運動を作り上げ，それをまた地

域の方に提供できたことは学校と地域の両方にとっ

て有意義な効果をもたらした。 

 生徒たちは人の役に立つ喜びを得られたり，卒業

後の進路先である介護職を真剣に意識し始めたりす

るなど自己有用感の高まりもみられた。 

 

 

《引用・参考文献》 

・文部科学省(2009)『高等学校学習指導要領解説保

健体育編』 

・浅海健一郎(1999)『子どもの「主体性尺度」の試

み』 

 

 

 

1.00 2.00 3.00 4.00

③

②

①

事前

事後

① 
保健体育の授業の中で，グループ内で課題を考えたり，

解決したりする方法を工夫して取り組むことがある。

② 

自分は，保健体育の授業の中で，他の人の意見を聞い

て，よいところを取り入れたり，改善点を指摘したり

している。 

③ 
自分は，保健体育の授業を通して，「主体的に学ぶ力」

が高まっていると思う。 


